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【年齢による変化（図1），出生年による変
化（図2），いくつかの出生コホート（表1） 】 
 図1に日米男女1925年出生コホートの累積喫煙
開始割合（日本のみ），喫煙率，肺癌死亡率の加
齢変化を示しました． 
 図2に各年齢別指標の出生年による連続的な変
化を示しました．米国女性では，喫煙，肺癌死亡率
ともに短期的な（20年程度の）非単調な変化がみら
れます． 
 表1に日英米男女のいくつかの出生年における
データを示しました．米国，英国男性では若年期
の喫煙開始が高く，肺癌死亡率が1000人に1人と
なる年齢は50-54歳と若いです.日本人男性は喫煙
率は高いのですが若年期の喫煙開始は低く，この
年齢は60-64歳です． 喫煙習慣や肺癌死亡率は出
生年が20-30年異なるだけで大きく変わることがあ
ります．女性の喫煙開始は米国ではlate1890年代
生れからearly1920年代生れ，英国ではlate1890年
代生れからmid1920年代生れの間で上昇し，対応
して肺癌死亡率が1000人に1人となる年齢はそれ
ぞれ80-84歳→60-64歳， 75-79歳→60-64歳と若く
なっています.喫煙期間が強いリスク因子であるこ
とは昔から指摘されており，喫煙開始年齢や若年
期の喫煙率は重要な指標です． 
 
表1. 日英米のいくつかの出生年の累積喫煙開始割合と肺癌死亡率が1000
人に1人を超える年齢 
[1]，[2]，図2のデータより作成，*米国は白人男女のever cigarette smoking 
prevalence 
図1. 日米男女の1925年生れの喫煙率と肺癌死亡率の加齢変化 [1]  
【はじめに】 
 1950年代頃から現在に至るまでの数多くの研究より，喫煙は，肺癌，心血管系疾患，呼吸器系疾患
など多くの疾患のリスク因子であることが既に明らかになっています．これらの研究では疫学者や生物
統計家が大きな貢献をしてきました．しかし，そのような知識にも関わらず，世界では10億人以上が喫
煙し，特に発展途上国での喫煙増加，喫煙開始の急速な低年齢化，女性の喫煙拡大は深刻な問題で
す．喫煙開始から死亡までが非常に長いこと、出生コホート間の喫煙習慣の複雑な違いがその影響
の大きさを分かりにくくしています。集団のデータを見る際，国や地域の違いが強調されますが，一国
の中でも世代（ジェネレーション，出生コホート）による急な変化や単調でない変化（ex. 上昇→下降→
再上昇）がみられます．この時，年齢調整死亡率や喫煙率などの要約指標の時代（暦歴）による変化
の解釈は難しくなります．長期データの存在する米国を例に，曝露と死亡率それぞれの年齢別指標の
出生年による連続的な変化をみます．これより出生コホートごとの喫煙の加齢変化と肺癌死亡率の加
齢変化を考えます． 
Sex Country Birth cohorts 
Cumulative smoking  
initiation (%) 
at 15, 17, and 29 years* 
Age at which lung cancer 
mortality exceeded  
1 per 1000 
Men Japan 1900–1925 <3, <7, and >70 60–64 years or older 
USA 1900– mid-1940s >20, >35, and >70 50–54 and 55–59 years 
Great Britain 1900–1925 >32, >50, and >80 50–54 years 
Women Japan 1925 <0.1, <0.1, and 7 80–84 years 
USA late-1890s 1, 2, and 10 80–84 years 
early-1920s 4, 12, and 46 60–64 years 
Great Britain late-1890s 2, 4, and 13 75–79 years 
    mid-1920s 12, 24, and 54 60–64 years 
Men Women 
図 2. 米国男女の 年齢別紙巻煙草喫煙率（下段）と肺癌死亡率（上段，中段）の出生年による変化 
WHO mortality database, Burns et al. (1997)（思い出し法，白人男女）, National health interview survey, Monitoring the future 
survey より作成. 
【関連する話題】  
長期のデータと関連していくつかの研究を行っています。 
 日本人男女の累積喫煙開始割合，喫煙率，肺癌死亡率の年齢変化の出生年による変化を
示しました. 1925年生れの米国人男女と日本人男女の比較を行っています[1] (図1） ．英国人
男女の累積喫煙開始割合，喫煙率，肺癌死亡率の年齢変化の出生年による変化を示しまし
た[2]. 喫煙と肺癌死亡に関する解説と問題点を述べています[4][5][9]. 
 日本人成人男女の身長・体重・BMIの加齢変化，1歳－25歳女性のBMIの加齢変化の出生
年による変化を無作為抽出による繰り返し横断調査（repeated cross sectional survey）のデータ
から推定しました[6][7].  肥満に関する解説です[8][9]. 肥満の増加が世界的に大きな問題と
なっていますが，日本人のデータは特徴的な変化を示しています． 
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